
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要版】 ～三朝町生涯学習推進プラン～ 
令和７（2025）年度 ～  

本プランの策定の趣旨 

昭和 63年９月に三朝町議会で議決された「生涯学習の町」宣言を根幹に、平成 10年３月に『生

涯学習の町づくり推進計画書～生き活きプラン 21～』が策定され、早や 26年が経過しました。 

多様化する社会情勢、新型感染症による学びの環境変化、SDGsへの対応等、生涯学習を取り巻く

環境の変化に対応するため、本町の教育大綱の基本理念である「“ふるさと”を輝かせ 心豊かに学び

合う “みささ人（びと）”の育成」の実現を目指し、新たな生涯学習推進プランを策定するものです。 

「生涯学習の町」宣言 

わたくしたちは、豊かな緑、清らかなせせらぎ、そして湯けむりに恵まれた「ふるさと三朝」をこよ

なく愛し、いつも「しあわせ」を実感して生きることのできる人生と町づくりを生涯学習に求め 

★ 健康で 笑顔のあふれる 町づくり 

★ 心豊かで 高い文化の薫る 町づくり 

★ 産業の振興で 活力のみなぎる町づくり 

の実現をめざします。 

そのため、町民憲章の精神をふまえ、生涯にわたって、いつでも・どこでも・自ら進んで学習を行い 

★ し 社会の一員としての自覚と役割を高めつづけます。 

★ あ  

★ わ  

★ せ 生業に励み、豊かさと潤いを求めつづけます。 

ここに、町制施行 35周年を記念して、三朝町を「生涯学習の町」とすることを宣言します。 
 

昭和 63年 11月１日（昭和 63年９月 28日 議会議決） 



『学び合う』“みささ”！ 

躍動する“みささ”！ 

つながる“みささ”！ 

守り育てる“みささ”！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

「いつでも・どこでも・だれでも・なんでも」学ぶことが出来る生涯学習を推進するため、ラ

イフステージに応じた学習機会を提供します。 

多様な学習ニーズや機会を創出するために、町民自らが学習機会を企画・提案し、これを実現

できる仕組みを構築します。 

「人生 100年時代」に向けて、身体と心の健康を維持するため“気軽に楽しめる”スポーツや

芸術・文化活動の充実を図り「町民一(いち)スポーツ・一(いち)趣味活動」の推進に努めます。 

 また、町民がスポーツ、芸術・文化活動を町内で継続できるための支援体制整備及び学習機

会の提供に努めます。 

多様な生涯学習機会を創出するために、地域協議会、町内外の公的機関や企業、教育機関等

との“繋がり”を密にした学びの場の創出を図ります。 

 町民一人ひとりにとって生涯学習が身近なものとなるために「楽しさを共有できる仲間づく

り」や「様々な年代が集える世代間交流」等地域の“繋がり”を深めることができる学びの場

を提供します。 

 そして、生涯学習の取組がこれからも続いていくよう「地域で生涯学習を牽引する人材育成」

や「生涯学習の取組を検証・評価・推進する体制」等、未来に“繋がる”ことが出来る仕組み

づくりを構築します。 

本町には、町民が誇れる様々な宝があります。日本遺産に認定されている三徳山と三朝温泉、

豊かな自然、受け継がれてきた文化、そして未来を担う子どもたち。 

これらの宝を町民一人ひとりが大切に守りながら次世代へつなげるために、地域の歴史や文

化を学ぶ講座や郷土の知恵や技術を伝えるワークショップを開催する等、本町の価値を学ぶこ

とができる機会を提供します。 

 そして、そこから学んだことを未来に活かし、次世代が地域の担い手として成長する基盤を

築きます。 

目指すべき生涯学習の姿 

生涯学習は「いつでも・どこでも・誰でも・何でも」学ぶことができるものです。老若男女を問

わず町民一人ひとりの自由な学びを尊重しつつ、学びを通じて地域や人と人との絆を形成し、“楽し

さ”を得ながら未来に向けた歩みを進めることが持続可能で元気な地域づくりに繫がります。 

本プランでは、４つの基本理念を柱に「生涯学習の町」宣言の３つの“実現目標”を継承し、現

代における本町の現状と課題を踏まえた視点を盛り込んだ「目指す生涯学習の姿」を推進します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 学びのライフステージ 主な学習内容 

子ども・若者期 基礎学習期 基礎教育、体験学習、キャリア教育※1 

成人期 社会人形成・キャリア発展期 高等教育、職業訓練、リスキング教育※2、 

リカレント教育※3、家庭教育、子育て支援、健康管理 

中高年期 セカンドキャリア・社会参加期 リカレント教育、地域活動・社会貢献 

高齢期 豊かな人生・生涯現役期 健康維持・増進、社会参加・仲間づくり 

全般 すべての世代  

   ※1…将来の仕事や生き方を考え、自分に必要な力や知識を身につけるための学び。 

   ※2…新たな職務や技術に対応するために、今までとは異なる知識や技術を習得する教育。 

主に転職や、新しい技術に対応するための学び直し。 

   ※3…社会人が必要に応じて学び直し、最新の知識や技術を身につける継続的な教育。 

今の仕事を続けながら、知識や技術を深め、成長するための学び直し。 

施策の体系 

『学び合う』 

“みささ”！ 

基本理念 基本目標 SDGs目標 基本施策 

学びの機会 

の提供 

(1) ライフステージに応じた学習

機会の提供 

(2) 町民自らが学習機会を創出で

きる仕組みの構築 

躍動する 

“みささ”！ 

学びの継続 

への支援 

つながる 

“みささ”！ 
学びの環境 

整備 

守り育てる 

“みささ”！ 

ふるさとを 

愛する心を 

育てる 

(1) スポーツと芸術・文化活動を

“気楽に”体験できる機会の

創出 

(2) 町民が主体的に活動するスポ

ーツと芸術・文化団体、グル

ープの支援 

(3) スポーツと文化・文化活動を

牽引する人材の育成と活用 

(1) 地域の歴史や文化に関する学

習機会の提供 

(1) 身近な人材、団体と連携した

多様な生涯学習機会の創出 

(2) 仲間づくりや世代間交流の推

進 

(3) 地域で生涯学習を牽引する人

材の育成 

対象世代の分類 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の位置づけ 

計画の進行管理 

「三朝町生涯学習推進プラン」は、『三朝町民憲章』及び『生涯学習の町』宣言の理念に基づき、

本町の最上位計画である『第 11次三朝町総合計画』及び『三朝町教育大綱』並びに『みささっ子

教育ビジョン』との整合性を図るとともに、国県の教育振興基本計画や SDGsの視点を参酌し、

本町における生涯学習分野の基本理念や方針、施策を総合的に推進するためのプランとして位置

付けます。 

本プランの期間は令和７（2025）年度から令和 10（2028）度までの４年間です。進行管理に

ついては、PDCAサイクルと OODAループを活用し、社会教育委員会が基本理念に基づいた各具

体的施策の進捗状況及び課題を毎年度確認・評価します。 

なお、評価結果は次年度の事業計画や改善に反映されるとともに、ホームページ等に公表し、透

明性を確保します。 

発行：令和７年６月 
編集：三朝町教育委員会事務局 社会教育課 

〒682-0195 鳥取県東伯郡三朝町大瀬 999番地２ 
電話：0858-43-3510 FAX：0858-43-0647 
Mail：shakaikyouiku@town.misasa.tottori.jp 

みささアクション 学びの○わ！ 

～三朝町生涯学習推進プラン～【概要版】 
令和７（2025）年度から令和 10年（2028）年度 


